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二
〇
一
一
年
は
、
一
八
世
紀
思
想
が
多
く
話
題
に
な
っ
た
。
大
震
災
の
経

験
は
、
一
七
五
五
年
の
リ
ス
ボ
ン
大
地
震
が
啓
蒙
思
想
に
与
え
た
衝
撃
に
関

心
を
向
け
た
。
悲
惨
な
震
災
ゆ
え
に
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
『
カ
ン
デ
ィ
ー
ド

ま
た
は
最
善
説
』
は
、
神
の
善
性
や
全
能
性
を
疑
う
。
神
の
創
造
し
た
こ
の

世
界
は
可
能
な
う
ち
で
最
善
で
、
わ
れ
わ
れ
の
経
験
す
る
苦
し
み
や
悪
は
、

神
の
予
定
し
た
因
果
連
関
の
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
大
き
な
善
と
結
び
つ
い

て
い
る
。「
最
善
説optim
ism

」
と
し
て
結
実
し
た
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
の
こ
う

し
た
弁
神
論
を
│
│
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
の
の
ち
に
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
が
弁
神
論
の
終

焉
を
宣
告
し
た
の
と
同
じ
理
由
か
ら
│
│
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
退
け
る
。

さ
ら
に
生
誕
三
〇
〇
年
ゆ
え
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
を
め
ぐ
る
学
術
集
会
や
出
版

が
国
内
外
で
相
次
い
だ
。
わ
れ
わ
れ
は
、『
思
想
』
の
ヒ
ュ
ー
ム
特
集
号
と

と
も
に
本
書
を
得
た
。
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
と
日
本
学
士
院
賞
を
受
賞
し
た

前
著
『
ヒ
ュ
ー
ム
の
文
明
社
会
』（
一
九
九
五
年
）
に
続
く
本
書
は
、
一
九

八
二
年
以
降
の
既
発
表
論
文
か
ら
成
る
が
、
著
者
は
、
こ
の
間
の
内
外
の
成

果
を
組
み
込
み
な
が
ら
丹
念
に
修
正
し
て
一
冊
に
ま
と
め
て
あ
げ
て
い
る
。

二
冊
を
「
相
互
補
完
的
」
と
自
ら
説
明
す
る
よ
う
に
、
坂
本
の
ヒ
ュ
ー
ム

像
は
、
そ
の
基
本
に
お
い
て
揺
る
ぎ
な
く
同
一
で
あ
り
、
近
代
商
業
社
会
の

分
析
者
に
し
て
擁
護
者
で
あ
る
。「
文
明
社
会
論
」
か
ら
「
ヒ
ュ
ー
ム
社
会

科
学
の
形
成
と
展
望
」
に
焦
点
を
移
し
た
本
書
は
、
経
済
思
想
に
と
ど
ま
ら

な
い
諸
相
に
注
目
す
る
と
と
も
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
や
ス
ミ
ス
を
め
ぐ
る
解
釈
を

糸
口
に
、
日
本
の
社
会
科
学
に
お
け
る
西
欧
思
想
史
研
究
も
吟
味
す
る
（
第

九
章
）。
そ
れ
は
、
今
日
の
方
法
論
的
観
点
か
ら
は
と
も
す
れ
ば
ナ
イ
ー
ヴ

と
却
下
さ
れ
か
ね
な
い
、
戦
後
の
「
市
民
社
会
論
的
思
想
史
研
究
」
の
再
評

価
作
業
で
あ
る
。
同
時
代
的
な
問
題
意
識
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
し
か
し

そ
の
学
問
性
を
強
調
し
て
、
坂
本
は
こ
の
思
想
史
研
究
の
「
遺
産
」「
伝
統
」

を
理
解
す
る
。
禁
欲
的
な
歴
史
研
究
な
が
ら
も
、
鋭
敏
な
問
題
意
識
を
随
所

に
隠
さ
な
い
本
書
は
、
こ
の
「
遺
産
」
を
十
全
に
継
承
し
て
い
る
。

論
文
集
と
し
て
の
本
書
に
は
様
々
な
議
論
が
含
ま
れ
る
が
、
少
な
く
と
も

三
点
に
つ
い
て
本
書
の
特
色
や
独
自
性
を
指
摘
で
き
る
。
第
一
は
、
こ
こ
に

含
ま
れ
る
国
際
水
準
の
成
果
で
あ
り
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
「
覚
え
書
き
」
の
執
筆

年
代
を
め
ぐ
る
文
献
学
的
考
察
が
白
眉
で
あ
る
（
第
五
章
）。
使
い
古
さ
れ

て
曖
昧
と
な
っ
た
分
析
概
念
か
ら
は
離
れ
て
、
問
い
と
解
答
と
根
拠
を
自
ら

の
言
葉
で
明
確
に
語
る
本
章
は
、
方
法
も
内
容
も
最
先
端
に
位
置
す
る
。

第
二
の
特
色
は
、
政
治
思
想
へ
の
分
析
の
拡
張
で
あ
り
、
独
自
性
を
誇
る

の
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
を
共
和
主
義
の
系
譜
に
位
置
づ
け
る
第
七
章
で
あ
る
。
坂

本
は
こ
こ
で
、「
徳
の
支
配
」「
法
の
支
配
」「
人
民
の
支
配
」の
三
原
理
に
よ
っ

て
共
和
主
義
概
念
を
定
式
化
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
か
ら
ヒ
ュ
ー
ム
ま
で

◆
書
評

ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
と
社
会
科
学
を

ど
う
架
橋
す
る
か
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の
展
開
を
論
じ
る
。
異
色
な
こ
と
に
、
こ
の
共
和
主
義
思
想
史
に
ホ
ッ
ブ
ズ

や
ロ
ッ
ク
が
含
ま
れ
る
の
は
、
上
記
三
原
理
の
「
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
大

幅
に
修
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
種
類
の
共
和
主
義
的
言
説
が
な
さ
れ

た
」
と
し
て
、
分
析
概
念
が
操
作
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
方

法
を
通
じ
て
析
出
さ
れ
る
系
譜
は
、
共
和
主
義
と
い
う
よ
り
は
西
洋
の
政
治

思
想
そ
の
も
の
と
も
言
え
る
。本
章
は
、西
洋
政
治
思
想
史
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー

ム
の
位
置
を
め
ぐ
る
解
釈
と
し
て
読
解
し
た
ほ
う
が
実
り
多
い
。

最
も
野
心
的
な
第
三
の
独
創
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
哲
学
と
社
会
科
学
を
ど
う

架
橋
す
る
か
、
と
い
う
難
問
に
解
答
し
た
第
一
章
で
あ
る
。「
ヒ
ュ
ー
ム
の

因
果
理
論
は
、
初
発
か
ら
「
道
徳
学
」
や
と
り
わ
け
「
政
治
学
」
の
方
法
論

的
基
礎
と
し
て
構
想
さ
れ
」、「
自
然
科
学
と
社
会
科
学
と
の
双
方
に
適
用
可

能
な
因
果
理
論
」
に
よ
っ
て
、「
自
然
科
学
を
モ
デ
ル
と
す
る
社
会
と
歴
史

に
お
け
る
因
果
法
則
性
の
発
見
」
が
な
さ
れ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

刺
激
的
な
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、
ヒ
ュ
ー
ム
因
果
論

の
社
会
科
学
的
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
第
一
に
、「
社
会
と
歴
史

に
お
け
る
因
果
法
則
性
の
発
見
」（
さ
ら
に
、
人
間
本
性
や
「
隠
れ
た
原
因
」

へ
の
着
目
）
は
、
ト
ュ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
が
端
的
に
示
す
よ
う
に
、
古
代
以
来

の
歴
史
叙
述
や
政
治
学
に
共
通
し
た
属
性
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
自
身
、
因
果

説
明
は
哲
学
・
歴
史
学
・
政
治
学
な
ど
の
学
問
の
本
質
的
属
性
で
あ
り
、
過

去
も
そ
う
だ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
第
二
に
、
そ
れ
ゆ
え
真
に
問
わ
れ
る
べ
き

は
、
因
果
論
一
般
で
な
く
ヒ
ュ
ー
ム
固
有
の
因
果
論
が
い
か
な
る
意
味
で
彼

の
社
会
科
学
の
「
方
法
論
的
基
礎
」
か
、
と
の
点
で
あ
る
。

第
三
に
、
ヒ
ュ
ー
ム
固
有
の
因
果
論
は
、
少
な
く
と
も
彼
の
宗
教
批
判
の

「
方
法
論
的
基
礎
」
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
論

の
独
自
性
は
、
因
果
関
係
を
対
象
間
の
関
係
で
な
く
、
経
験
に
も
と
づ
い
た

精
神
活
動
の
産
物
と
し
て
捉
え
た
点
に
あ
る
。
因
果
論
に
お
け
る
こ
う
し
た

認
識
論
的
転
回
は
、
人
間
の
因
果
推
論
能
力
を
吟
味
し
て
、
不
適
切
な
因
果

推
論
を
批
判
す
る
立
脚
点
と
な
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
は
こ
の
観
点
を
応
用
し
て
、

続
け
て
啓
示
・
自
然
宗
教
を
懐
疑
に
晒
す
。
人
間
の
因
果
推
論
能
力
に
も
と

づ
く
限
り
、
奇
跡
も
デ
ザ
イ
ン
論
証
も
疑
わ
し
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

世
界
の
秩
序
と
い
う
「
結
果
」
か
ら
神
の
存
在
や
計
画
と
い
う
「
原
因
」

を
導
く
デ
ザ
イ
ン
論
証
に
対
す
る
ヒ
ュ
ー
ム
の
批
判
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、

第
四
に
、
因
果
法
則
と
、
秩
序
全
体
を
貫
く
因
果
連
関
の
体
系
的
構
造
と
は
、

慎
重
に
区
別
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
「
自
然
科
学
と
社

会
科
学
と
の
双
方
に
適
用
可
能
な
因
果
理
論
」
を
構
築
し
た
に
せ
よ
、
こ
の

こ
と
は
、
自
然
秩
序
に
も
社
会
秩
序
に
も
因
果
連
関
の
体
系
的
構
造
が
存
在

す
る
、
と
考
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

も
と
よ
り
本
書
は
、
こ
う
し
た
ナ
イ
ー
ヴ
さ
と
無
縁
で
あ
る
。
し
か
し
、

英
文
表
題 H

um
e ’s sceptical optim

ism
 

は
、
誤
解
を
招
き
か
ね
な
い
。

ヒ
ュ
ー
ム
の
時
代
にoptim

ism

は
「
最
善
説
」
を
も
っ
ぱ
ら
意
味
し
た
。

し
か
も
そ
れ
は
ヒ
ュ
ー
ム
と
は
相
性
が
悪
い
。
こ
の
世
に
あ
ま
ね
く
悪
や
苦

し
み
を
指
摘
し
、
神
の
計
画
し
た
因
果
連
関
の
体
系
の
存
在
を
疑
い
、
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
の
「
最
善
説
」
を
批
判
す
る
、
と
い
う
点
で
ヒ
ュ
ー
ム
は
ヴ
ォ
ル

テ
ー
ル
と
連
帯
し
た
か
ら
で
あ
る
。
以
上
四
点
を
換
言
す
れ
ば
、
ヒ
ュ
ー
ム

因
果
論
の
社
会
科
学
的
意
義
の
解
明
の
た
め
に
は
、
彼
の
歴
史
叙
述
や
宗
教

論
の
分
析
を
回
避
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
卓
越
し
た
思
想
史
家
で

あ
る
著
者
に
、
次
に
こ
れ
を
期
待
し
て
い
る
の
は
、
評
者
に
限
ら
れ
な
い
は

ず
で
あ
る
。

犬塚元【書評／坂本達哉『ヒューム　希望の懐疑主義』】


